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小
須
戸
地
区
の
皆
さ
ま

は
じ
め
ま
し
て
。
小
須
戸

出
張
所
長
に
着
任
い
た
し

ま
し
た
松
屋
と
申
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
日
ご
ろ
か

ら
出
張
所
業
務
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 　

こ
こ
小
須
戸
地
区
は
、

秋
葉
区
の
区
ビ
ジ
ョ
ン
に

掲
げ
る
将
来
像
「
里
山
と

水
に
囲
ま
れ
て
花
と
緑
あ

ふ
れ
る
笑
顔
咲
き
そ
ろ
う

ま
ち
」
そ
の
も
の
で
は
な

い
か
と
改
め
て
感
じ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

出
張
所
は
、
地
域
に
お

け
る
身
近
な
行
政
窓
口
と

し
て
日
常
生
活
に
直
結
す

る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
と
と
も
に
地
域
の
皆

さ
ま
の
ま
ち
づ
く
り
活
動

の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、

皆
さ
ま
の
お
力
に
な
れ
る

よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

着任あいさつ

小須戸文化協会サークル紹介小須戸文化協会サークル紹介 「ロマンドール 小須戸教室」「ロマンドール 小須戸教室」８
（協力：小須戸文化協会）

小須戸出張所長

松屋　賢治さん

先日、小須戸文化協会の総会に参加させていただいた。年々会員数やサークル数が減少する一因として、最近は動画投稿サイトなどを見て独学で趣味を楽しむ方

も多いと聞くが、人とのつながりが希薄な昨今、「サークルに参加することで同じ趣味を持つ仲間同士が『つどい・まなび・つながる』　対面形式の良さをもっと再

認識して欲しいなぁ。」と思った。(ひ)

●内　容　①秋葉区における被害の現状

　　　　　②害獣と遭遇したら

　　　　　③効果的な害獣対策について

　　　　　④質疑応答

●参加費　無料

●定　員　２０名（先着順）

●申し込み期間　令和６年５月１５日（水曜日）

　　　　　　　　　　～　６月１０日（月曜日）

●申し込み方法　小須戸地区公民館

　　　　　　　　☎０２５０ー２５ー５７１５

　　　　　　　　（平日９時～１７時の間）

　　　　　　　　参加者のお名前・住所・連絡

　　　　　　　　先電話番号をお伝え下さい。

※当日、風邪症状（37.5度以上の熱・せき）のある人は

　参加できません。

●日　時　令和６年６月１４日（金）

　　　　　午後７時～８時３０分

●会　場　小須戸まちづくりセンター

　　　　　２階 研修室１・２

　　　　　（秋葉区小須戸１２０番地１）

●講　師　あきは害獣プロジェクト

　　　　　村上　勝行 さん 昨年５月に金津地区で撮影されたクマの画像

近年、クマやイノシシ、サルなどが人里に降りてきて作物を食い荒らしたり、

人を襲ったりするニュースが報道されています。

そうした現代的・社会的課題について一緒に考え、学びませんか？

　ロマンドール小須戸教室は、毎月第１、第３水曜日の

午後１時～４時に小須戸まちづくりセンターで活動して

います。

　ロマンドールは基になる顔と胴体が一体になった素焼

きのボディに専用の粘土を薄く伸ばして布のように着せ

付けたり、粘土を着色や混色して色彩豊かに装飾し完成

させます。

　４月17日（水）の活動日では、加藤芳子先生の優しいお言

葉と丁寧な指導で、５人の会員それぞれが制作していま

した。

　作る人の個性が生きる世界で一つだけの作品づくり。

皆さん笑顔で楽しく活動しています。

　見学・入会希望の方は活動日に直接会場へお越しくだ

さい。

講師作品

（ブローチ）

▲ 取材当日の

   活動の様子

 　▼
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題材は自由（お一人一句または一首）。住所、氏名（ペンネーム可）、
　　　　　　　　　　　　電話番号を明記し、締め切りは５月21日（火）となります。
　　　　　　　　　　　　ご理解の程、よろしくお願いいたします。







バックナンバー
カラー版館報

事業名 事業の目的・主旨 実施予定月

小須戸地区図書室 新刊案内

【一般書】　

・『ガザ』　中川　浩一／著　（幻冬舎）

・『椿ノ恋文』　小川　糸／著

 （幻冬舎）

・『七十二候を楽しむ野草図鑑』　

 大海　淳／著　（青春出版社）

・『東京同情塔』　九段　理江／著

 新潮社

・『地図でスッと頭に入る地政学』

 鈴木　達人／著　（昭文社）

・『強運習慣１００』　中園　ミホ／著

 （エクスナレッジ）

・『ほどよく忘れて生きていく』　

 藤井　英子／著　（サンマーク出版）

【児童書】

・『世界のクルマクイズ図鑑』

 （スタジオタッククリエイティブ）

・『ミニカーたんけんたい』

 関根　知未／著　（アリス館）

・『ポッポーきかんしゃはなさんぽ』　

 とよだ　かずひこ／著　（アリス館）

秋葉区健康福祉課「健康ひと口メモ」

　「フレイル」とは、高齢期に心身の機

能が衰えた状態をいいます。早期発見

をして、適切な対応をすることで健康

な状態に戻ることができます。

　握力や筋肉量、滑舌などについて機

械を使って計測して、ご自身のからだ

や生活などについてチェックを行いま

す。元気度を確かめて日常生活を見直

すきっかけにしましょう！

＜日　時＞  ＜日　時＞  ６月１９日（水）（水）

　　　　　  　　　　　  午前１０時から０時から
＜会　場＞  小須＜会　場＞  小須戸まちづ戸まちづくりセンタンター

＜対　象＞  ＜対　象＞  ６５歳以上の方５歳以上の方

＜定　員＞  先着＜定　員＞  先着３０名０名

＜持ち物＞  ＜持ち物＞  動きやすい服装、内履動きやすい服装、内履き

　　　　　 　　　　　  （運動靴）、水分補給用 （運動靴）、水分補給用の

　　　　　  飲み物　　　　　  飲み物

＜申込受付申込受付＞    6月1313日（木（木）までまで

 申込 申込み・み・お問い合わせお問い合わせ

                 有限会社 日本メルツ                 有限会社 日本メルツ

　              　              K&K heart schoolK&K heart school

                 電話 02                 電話 025­5­38383­3­86108610

（土日祝日を除く 午前９時～午後５時）（土日祝日を除く 午前９時～午後５時）

　

４
月
18
日(
木
)
13
時
半
〜
小
須
戸
ま
ち

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
研
修
室
に
お
い
て
、
令

和
６
年
度
小
須
戸
文
化
協
会
総
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
公
民
館
と
共
催
で
、
市
民
展
・

芸
能
祭
、
サ
ー
ク
ル
育
成
事
業
、
文
化
協

会
だ
よ
り
の
発
行
等
に
取
り
組
ん
で
行
く

こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

小須戸文化協会総会開催 小
須
戸
地
区
公
民
館

令
和
６
年
度
上
半
期

事
業
計
画

モノづくりを通して親子で学ぶことを目的とする。さまざまな工程を経て
一つのものを制作することで、モノづくりへの関心、達成感を提供する。

老人福祉センターを会場に月１回映画を上映し、高齢者が元気で社会と
関わりをもつように促すとともに、生きがいを持てるようにする。

小須戸まちづくりセンターのピアノを一般開放し、グランドピアノの音の
迫力と音色のすばらしさを体感してもらう。

シニア層を対象に退職後の地域での仲間づくり・趣味（生きがい）探し
をするきっかけづくりとして開催する。

熊やイノシシなどが人里に降りてくる問題の解決を促す学習機会の提供を
目的に、害獣と遭遇した時の対処方法や、共生について学ぶ。

夏休み期間中、学童のひまわり児童を対象に、狭い館から出て体を動かす
スポーツ体験を実施する。

小中学生を対象に家庭や学校ではできない体験学習を行い、ものづくり
の楽しさを体感する。

色鉛筆やパステルなどの画材を用いて着彩を体験する。また、陰影や質
感をリアルに表現する技法を習得する。

モノづくりを通して親子で学ぶことを目的とする。さまざまな工程を経て
一つのものを制作することで、モノづくりへの関心、達成感を提供する。

多様な学習機会を提供する目的で、小須戸まちづくりセンターに整備した
Ｗｉ－Ｆｉ環境を活用した体験学習（プログラミング教室）を実施する。

公民館や地域の明るい話題や情報を紹介する。

花の植栽作業による学校・地域団体の連携を強化する。

庭木剪定を学び、各家庭をきれいにすることで、輝くような街並みをつくる。

科学実験を通じて子どもたちが自ら考え創造する力を育む。

様々な種類の苔を使って、ポットの中に新しい世界を創作する。

区役所健康福祉課と連携した健康教室。

土曜日開催、新津南高校で教諭による教養講座と実技指導。

文化協会サークル育成事業

リバーサイドシネマ

こすど地区公民館報の発行

まちセンだれでもピアノ

花いっぱい運動

己書体験幸座

庭木剪定講習会

身近な害獣

家庭教育講演会

こどもプログラミング教室

やってみよう科学実験

食品サンプルを作ろう！

苔テラリウムを飾ろう！

親子レザークラフト体験会

健康教室

通年

通年

通年

４月

６月

６月

７月

８月

８月

８月

８月

９月

９月

９月

９月

　４月３日（水）小須戸地区スポーツ振

興会および小須戸・山の手両コミ協の

共催事業として、旧暦の桃の節句に山

へ遊びに行って「ひし餅」を食べると

いう習わしを復活させる目的で、『山遊

さん』を実施しました。

　参加者は22名で、登山ガイドの横山

さん、新人ガイドの宮口さん・関さん

による道中の「ろう火峰」、「尼池跡」

などの地名の謂れの説明を受け、かつ

春の訪れを五感で感じながら、安全に

登山を行うことができました。

『山遊さん』

＜スナップショット＞

いわ

４月～
　 11月

９月～
　 11月

５月～
　 ７月

楽しい いろえんぴつ と
パステル

新津南高等学校
学校開放講座

夏に負けない
スポーツ体験

本部

全体会議

会長会計会計監査
馬場綾子佐藤奉子

田澤久三

広報委員
本部役員佐藤喜代一 白井己致子

事務局

副会長文化部部会長
高橋秀厚 髙崎正道 佐藤喜代一

芸能部部会長

中野節子
芸能部副部会長

文化部 16 団体 芸能部８団体

令和６年度　小須戸文化協会体制図

文化部副部会長

フレイルチェックを受けてみませんか？

保護者を対象にした家庭教育向上のためのオンライン講演会及び子育て
情報交換。
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